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「安く買って⾼く売りたい」
or

「⾼く売って安く買い戻したい」

「利益は確保したいが損失は避けたい」



これは江⼾時代の⽶相場から
ずっと変わらない⼈間⼼理です。

⼈は誰しも昔から今の今まで
変わらずそう考えています。



それはこれから
先の未来でも同じです。



あなたが最後にトレードをした時
どのように感じたか

思い出してください。



数千の投資家、トレーダーの
こうした感情が集まって
巨⼤な⼼理の波となり、

それが実際に相場を
動かしているのです。



そんな⼈間⼼理は
株式や為替、仮想通貨、

商品、先物...etc�
のありとあらゆる相場だけに
限った事ではありません。

私達の実⽣活に⾝近にある
スーパーやメルカリにおいても

よく⾒られる普遍の⼼理状態です。



その為、
ここで私達は相場において⼈は

「なぜ安く買いたいのか」
or

「なぜ⾼く売りたいのか」



つまり、
⾃分を含めた投資家⼼理について

考える必要があります。



しかし、
あまりにも多くの⽅々は
投資家⼼理をはじめ、

こうした1つ1つの
取引やトレードには

「相⼿がいて成⽴している」
という取引の最も基本的な事を

認識出来ていません。



まずは、
何が価格を上下させているか

を埋解する事からスタートです。

ここをしっかり理解する事で
FXトレードでの危険な誤りを
引き起こす分析について
多くの誤解を取り除く事に

繋がるからです。



それでは始めましょう。



⼤前提、
為替レートやモノの価格は

勝⼿に動くものではありません。



そもそも、
市場で売買されているモノの価格は

売り⼿と買い⼿という⼈々の
需要と供給のバランスによって

決まります。

これが全ての取引の基本です。



売り⼿がいなければ
欲しいモノは⼿に⼊りませんし、

買い⼿がいなければ
売る事も出来ません。

当たり前の話です。



また、
需要と供給の法則により、

売り⼿が多く買い⼿が少なければ
供給が多いという事で
売り⼿は価格を下げる為、
安い価格で取引が成⽴します。

逆に、買い⼿が多い場合は
需要が多いという事で
買い⼿が競争して

⾼値で取引が成⽴します。



価格はこうして決まります。



基本的にこの繰り返しで
価格形成は出来ており、
市場が成り⽴っています。

これは相場でも同じ事が⾔えます。



価格を動かす唯⼀の要素は
その瞬間の実際の

買いと売りのみであり、
相場参加者の買いと売りが集まって

結果として
売りよりも買いが多ければ上昇し、

逆に、
買いよりも売りが多ければ下落する

のです。



つまり、
ある銘柄を⾃分が買うたびに

誰かが必ずその銘柄を売っていて、
⾃分がある銘柄を売るたびに

誰かが必ずその銘柄を買っている。



実に単純な話です！



しかし、
⼀⾒すると単純に⾒える事の裏には
本当に起きている本質の部分を
理解していないとFXトレードの
上達度に⼤きく影響する要因が

いつか隠れています。

この事はいくら
強調してもし⾜りません。



この⼀連の⾏動において
両者は全く違う⼼理状態で

売買を繰り返しているからです。



ここで、
その『投資家⼼理』という

テーマについて考えてみましょう。



まず、
そんな投資家の⼼理状態を

考えていく上で
重要なポイントがあります。



それは、
常に実際の相場参加者1⼈1⼈の
感情の相対をリアルに考えながら

チャートを⾒る事です。



例えば、
あなたがドル円を上昇フラッグの

ブレイクを根拠にロングで
エントリーしたとしましょう。



その時、
ショートのポジションを持っている

相場参加者の気持ちになって
相場の動きを観察するのです。



⾃分とは対極にある側の⼼理状態を
リアルに考えてみる事で
⾃分のポジションだけを
考えていたらわからない

相場のポイントが⾒えくるからです。



formula



ここで先ほど解説したの
「価格を動かしている単純な事実」

を振り返って⾒ましょう。



ʼʼ価格を動かす唯⼀の要素は
その瞬間の実際の

買いと売りのみであり、
相場参加者の買いと売りが集まって

結果として
売りよりも買いが多ければ上昇し、

逆に、
買いよりも売りが多ければ下落する

のです。



つまり、�
ある銘柄を⾃分が買うたびに

誰かが必ずその銘柄を売っていて、
⾃分がある銘柄を売るたびに

誰かが必ずその銘柄を買っている。ʼʼ



これは私達がFXトレードを⾏う
外国為替市場でも同じです。

買った⼈と同じだけ
売った⼈がいます。



つまり、
あなたはドル円を
ロングしている為、

その対極には
ドルをショートしている

相場参加者が必ずいるのです。



formula



したがって、
為替レートが動きつつあるなか、

今この相場環境の元で
相⼿はどういう⼼理状態で

どういう⾏動を取ろうとしているのか。



つまり、
「この先どういう値動きをすれば
損切りが出てくるのか」、

あるいは、
「利⾷いが出てくるのか」
といった事を考えるのです。



formula



このままドル⾼が進めば
ドルをあなたと同じように
ロングしている相場参加者には

含み益が⽣じます。

いずれは
利⾷いのタイミングも
⽣じるでしょう。



ここであなたは
その利益を確保したいので

「その含み益をどこで利⾷いをすれば
⾃分は最も幸福になる事が出来るのか」

という視点で利⾷いのタイミングを
測ろうとするはずです！



⼀⽅、
ショートポジションを持って

含み損を抱えている相場参加者は
損切りをしなければ

さらに損失が拡⼤して
資産が⽬減りしてしまいます。

彼らは何とかして
相場のキリのポイントで

損切りしたいと
必死に考えています！



formula

https://youtu.be/Z_s1KHyoC9I


しかし、
不幸な事にさらに

ドル⾼が進むような状況になると
さらに含み損が膨れ上がって

これ以上は我慢できないわtいう事で
我先にと持っている

ドルのショートポジションを
損切りの買い決済で精算します。



そうなると
損切りが損切りを呼ぶ展開となり、
⼀気にドル炎は吹き上がるのです！



formula



反対に、
ドル円のロングポジションを
持っている相場参加者からすれば
絶好の利⾷いのタイミングが
⽣まれてくるという具合です。



こういった⼤きな値動きの裏には
必ず反対勢⼒の損切りが
⾏われている事を
覚えておきましょう。



つまり、
急騰の裏には

ショートの踏み上げが、
暴落の裏には

ロングの投げ売りがある。

その緊迫度や余裕の無さは
利⾷いの⽐ではなく

慌しい損切りが⾏われています。



formula formula



ドル⾼のトレンドを推進する
エネルギーになるのが
トレンドフォロワーの
新規のロングでなく、
トレンドに対して

ショートポジションを
持って含み損を抱えている

相場参加者の損切り⾏動だというと
多くの⼈は信じられないかも

しれません。



実際の所は、
相場参加者の損切りと利⾷い
という2つの決済⾏動によって

相場は上昇トレンド
or

下落トレンドを
繰り返しているという原理です。



結局の所、
相場は買い⼿or売り⼿のどちらかの

滞留しているロスカットを
精算する事でしか

⼤きく動かないのです。



中でも重要なポイントは
チャート上に出現する

急騰や急落など強い値動きの多くは
勝者よりも敗者によって

作られる事が多いという事実です。



ぜひ、覚えておきましょう。



⼀⽅、
全ての投資家、トレーダーが

外国為替市場に投資、トレードする
⽬的に焦点を当てればどんなに強い
上昇トレンドも下降トレンドも
いつかは終焉するという事も
ここでわかる筈です。



それは両者共に
為替レートの値動きから
利益を上げる、
あるいは、
ヘッジする事が
第⼀の⽬的として

共通しているからです。



ここで、
先程のドル⾼の上昇トレンドが
続いている時の図解を
思い出しましょう。



formula



ここでドル円をロングしている
あなたを含めた相場参加者は
予測が当たって買いポジションに

含み益が乗った事で

「この上昇トレンドが
下落しないうちに利益を確保したい！」

という欲求に駆られました。



その為、
ドル⾼の上昇トレンドが続くと

⼀部のロングしている相場参加者の
利⾷いの売り決済で

必ず為替レートが⼀旦下がる事に
なるのです。



つまり、
上昇過程における押し⽬

or
下落過程における戻りは

相場参加者が利益を得る為に
投資やトレードを⾏っている以上、

避けて通る事が出来ない
値動きです。



formula



そして、
上昇トレンドの後期になればなる程
ロングしている⼤半の相場参加者の

利⾷いによって
ドル⾼の上昇トレンドは終焉し、
レンジorそのまま下降トレンドに

転換するという『相場の神秘』です。



formula



分かりやすく
お分かりいただけたでしょうか？



これまでの徹底解剖は
これからあなたがFXトレードで
資産を築いていくにあたって

本当に⼤事になってくる部分ですので
ぜひ、何度も⾒返して
頭に叩き込みましょう。



そして、
ここまで学んできた事を応⽤し、
⾃分のエントリーポイントや
損切りライン、利⾷いラインを
あらかめ想定して決めていく事を

⼼がけるようにすると
投資家⼼理を上⼿に活かした
トレードを展開する事が出来る

様になります。



しかし、
初⼼者〜中級初期の⽅は

初めはなかなか苦戦すると思いますが
それを会得する為の⽅法論があります。



まずは、
なるべく多くの時間

「相⼿の買い⼿、
あるいは、

売り⼿の⽴場から相場を⾒る」

という事をテーマに
相場と値動きを

観察していく事です。



このワンステップを挟む事で
⾃分なりの仮説を

⽴てる事が出来たり、
値動きのシナリオを
描く事が出来ます。

それが盲⽬的にトレードする⼈達と
⽐較した時の投資優位性となる。



そして、
先⼿先⼿で今後の展開が
想定出来る様になると

この相場は
ドル箱なのかor地雷のエリアなのか

をある程度予測でき、
それに対して対処する事で
必然的にトレードの成績が

向上します。



⾃分を含めた他の相場参加者が
今この瞬間の相場状況で
どのように感じているのか



つまり、
値動きの展開をじっと⾒守り、
それを理解し、それに対処する⼒

を⾝に付ける事が出来れば
あなたもFXトレードで豊かになる
事が出来る可能性は多いにある

という事です。


